
東障校では、生徒一人ひとりが自身の障害を受けとめ、企業にも適切に伝えながら、訓練で身につけた

スキルも活かして安定的に働き続ける、という「たしかな就職」ができるよう、様々な取組を行っていま

す。今回は、就職支援を担う職員の活動を中心に、生徒の就職を目指した東障校の取組をご紹介します。

■多岐にわたる取組で支える、東障校の「たしかな就職」■

障害者の法定雇用率が段階的に引き上げられ、企業による障害者の採用が進んでいます。障害者の雇用

形態や勤務時間はさまざまで、業種や仕事内容も多岐にわたっています。そうした中、就職活動では自分

に合った仕事を見つけることが大切になります。自分のやりたい仕事は何か、どのような仕事に適性があ

るのかを知ることが大切ですが、一人では難しいことも少なくありません。

東障校では、豊富な経験を持つ専門スタッフが、生徒一人ひとりと話し合いを重ね、希望や適性を見極

め、企業探し・訪問・職場実習か

ら就職後の定着支援まで、一歩ず

つ、きめ細かなサポートを行いま

す。希望や適性に合った企業を見

つけることで、やりがいをもって

長く働き続けることができます。

◆生徒と個別面談を重ねながら支援を進めます

東障校の就職支援員（障害者就職支援推進員・職場定着支援員）の仕事

は、多岐にわたります。就職活動の進め方、心構えに関する『就職ガイダ

ンス』の講義、履歴書や職務経歴書の添削、模擬面談の実施。中でも、生

徒一人ひとりと企業とのマッチングを丁寧に行います。まず、個別面談を

通じ生徒一人ひとりの希望やスキルを確認しながら生徒に合う求人を探し

ます。企業見学・職場実習・採用面接に同行することもあります。

◆就職後の職場定着もサポートします

東障校は原則最長1年の職場定着支援を行います。就職支援員が定期

的に職場を訪問し、職場の上司や修了生本人との面談を行います。また、

原則として、内定が出たタイミングで地元の就労支援センター等への登

録を支援し、東障校のサポート終了後も切れ目のない支援が受けられる

よう体制を整えます。
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経験豊富な専門スタッフによる、きめ細かなサポート

生徒一人ひとりに寄り添った就職支援
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■東障校の就職活動フロー



お問い合わせ・入校相談・見学相談は以下へお気軽に

東京障害者職業能力開発校 能力開発担当

電話：042-341-1427（直通）

https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/school/handi/

次号は2026年５月（仮）発行予定です。お楽しみに！

公式HPはこちら

生徒の職業人生をチームで支えていくことを心がけています。

職場定着支援員 新名偉津子

「私たちの支援は訓練期間が中心で、生徒の職業人生の入口を担っているわけで

すが、就職後いかに長く仕事を続けていけるかという点も重要だと思っています。

在学中から可能な限り地域の就労支援機関、ご家族ともチームとして連携しながら

生徒の就労を長く支えていく。籠谷さんはそんなサポートができている好例で、彼

のような修了生をひとりでも多く増やしたいというのが、私の願いです。」

東障校だより第4号：2025年12月発行

◆東障校における就職支援の取組～ものづくり技術科の実践報告～

東京障害者職業能力開発校のものづくり技術科では、製造業に特化した

実習中心の訓練を行っており、CADや測定・検査など企業ニーズに対応す

る専門技能を習得することができます。就職支援においても、企業開拓や

職場実習を通じた丁寧なマッチングにより、令和2年度以降は就職率90％

以上を達成しています。また、就職後も就職支援機関と連携し、職場定着を支援しています。年度を

超えた引継ぎ・情報継承や関係機関との協力が成功の要因と考えています。

研究発表会では、出席した指導員が日々の訓練指導や就職支援に活用でき

るよう、プレゼンテーション形式で私たちの取組を報告し、会場からも質問

などをいただきました。

ものづくり技術科職業訓練指導員 土井友貴

職域開発科職業訓練指導員 高岡幸三（前ものづくり技術科職業訓練指導員）

コラム東障校

自分に合う仕事を、東障校で見つけることができました。

山田コンサルティンググループ株式会社 人事・総務部勤務

籠谷（こもりや）春希さん（職域開発科修了生）

「高校までアルバイトも含めて一度も働いたことがなく、将来自分はどんな

職業に就けばいいのだろう、と悩んでいる中、進路担当の先生から東障校を紹

介いただき、入校しました。訓練の後半は就職活動が中心になりいろいろ悩む

こともありましたが、先生方に支えていただき、今こうして自分に合う会社、

仕事に出会えてよかった、と改めて思っています。」

第57回東京都職業訓練指導員研究発表会で

当校の就職支援の取組について発表

チーム連携で生徒をサポートし、就職という未来へ
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